
県 民 の 命 を 守 る 新 た な 対 策

～「わたしの避難計画」による早期避難意識の醸成～

危機管理部危機政策課

静岡県地震・津波対策アクションプログラム2013

AP策定時 令和元年度末

10,5000人

■南海トラフ巨大地震による想定犠牲者

△72,000人
2019年度末時点で

約72,000人の
（約７割）

減災を実現

アクションの実行により

減災目標８割減（令和４年度末：△85,000人）に向かって、
順調に進んでいます。

（約７割減）

(平成25年)
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減災目標達成のために

避難による減災効果＝津波犠牲者×避難施設カバー率×早期避難意識回答率

津波避難施設の効果を発揮し、県民の命を守るため、

早期避難意識の更なる向上が必要です。

避難
施設 区域外

浸水想定区域内の避難対象者

避 難 可 能 者 避難可能者

避難施設カバー率　＝
避難施設や浸水区域外への避難可能者

浸水想定区域内の避難対象者　
＝　約　98％
（令和２年度末）

早期避難意識の回答率　約　68％（令和元年度）
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わたしの避難計画＜牧之原市の例＞

個人ごとの避難計画「わたしの避難計画」の作成により、

県民の早期避難意識の向上を図ります。
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住民ワークショップ（Ｒ３年度）

清水町

河津町

菊川市

南伊豆町

焼津市

御前崎市

牧之原市

伊豆の国市

８地区×２回

参加者延べ約370人

誰もが記入しやすい「わたしの避難計画」の雛形を作るため、

分かりづらい点や作りづらさなどの率直な意見をもらいました。 5

住 民 意 見 の 反 映 （ 抜 粋 ）

① 情 報 の ス リ ム 化

② 情 報 の ロ ー カ ル 化

作成ガイド

Ａ４×約40ページ 作成ガイド

Ａ３×１枚

情報量が多い

自宅を探しにくい市町全域の

ハザードマップを使用 参加者の居住地域に
範囲を絞った
ハザードマップを
作成ガイドに掲載
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Ｒ ４ 年 度 の普及展開

①重点地域における「わたしの避難計画」の普及

②「わたしの避難計画」電子版を県ＨＰに構築

• 市町と連携して、

津波浸水想定区域内での

普及を目指します。

• プッシュ型配布を基本としつつ、

幅広い世代への普及のため、

スマートフォン等で入力できる

電子版を構築します。

イ メ ー ジ
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